
人の目をあざむくような美術作品を紹介する

「だまし絵Ⅱ」。2009年に開催し、好評を博した

「だまし絵」展の第２弾です。今回は、油絵・

版画・立体・写真・映像など現代の作品を中心

に約80点を紹介します。また、アルチンボルド、

ダリ、マグリット、エッシャーら、だまし絵の巨匠

の名品も展示。様々な仕掛けをもった美術作品

を家族そろってお楽しみください。

2015 年1 月17 日は、阪神・淡路大震災から20 年の節目となります。兵庫県立美術館の常設展示室では、この日を含む期間に、コレクションを軸

に借用作品も交えて、震災をテーマにした展覧会を開催します。複数の部屋からなる常設展示室の特性を活かして、いくつかの小テーマを設け、

震災と美術、震災と美術館について、多角的に取り上げます。

一般 1,400（1,200）円、大学生 1,000（800）円、高校生・65歳以上 700（600）円、中学生以下無料
＊（　）内は20名以上の団体割引料金　＊障がいのある方とその介護の方1名は各当日料金の半額（65歳以上を除く）

観覧料

阪神・淡路大震災 20 年展

関連イベント

■ 学芸員による解説会
12 月13日（土）　16:00 ～（約 45 分）　レクチャールームにて　聴講無料（定員先着 100 名）

■ ミュージアム・ボランティアによる解説会
会期中毎週日曜日　11:00 ～（約15 分）　レクチャールームにて　聴講無料（定員先着 100 名）

関連イベント

■ 学芸員によるギャラリートーク

12月6日（土）　 16:00～（約40分）　展示室1・2・3
1月18日（日）　  16:00～（約40分）　展示室6（後期展示）

参加無料・要観覧券

■ こどものイベント　「真冬の寒風に挑む前衛凧づくり」

1月18日（日）　  10:30～15:30　アトリエ2　定員30 名　

要事前申込（こどものイベント係　TEL.078-262-0908）

■ 歴史資料ネットワーク+ 兵庫県立美術館コラボ企画
あなたにも救える！ 水損資料保全ワークショップ －写真と紙資料－

津波や風水害で濡れた写真や文書などの、誰にでもできる応急処置を
体験するワークショップです。

1月24日（土）　  15:30～17:00　アトリエ2
定員35名（当日先着順）　参加無料

講師：吉原大志・東野将伸（歴史資料ネットワーク）
横田直子（当館学芸員）

■ 阪神・淡路大震災 20 年・語り継ぐこと／リレートーク vol.4
救うこと、残すこと －「作品」と「思い」

阪神・淡路大震災20年の節目に、被災地エリアの館での震災関連
事業として、各館学芸員が会場をリレートーク形式でつなぎ震災
を語り継ぎます。

2月21日（土）　  16:00～17:30
レクチャールームおよび展示室　参加無料・要観覧券

お話：大槻晃実（芦屋市立美術博物館学芸員）、江上ゆか（当館学芸員）
（連携館：明石市立文化博物館、芦屋市立美術博物館、C.A.P.、神戸アートビレッジセンター、神戸ファッション美術館、

神戸ゆかりの美術館、デザイン・クリエイティブセンター神戸、BBプラザ美術館／ 10月5日現在）

■ 修復担当学芸員によるギャラリートーク

3月7日（土）　  16:00～（約40分）　展示室3　参加無料・要観覧券

■ ミュージアム・ボランティアによるガイドツアー

会期中の金・土・日　13:00～（約45分）　エントランスに集合　参加無料・内容により要観覧券

一般 510（410）［306］円、大学生 410（330）［246］円、高校生 260（210）
［156］円、65歳以上 255（205）［153］円、中学生以下無料

＊（　）内は20名以上の団体料金　［　］内は特別展とのセット割引料金
＊障がいのある方とその介護の方1名は各当日料金の半額（65歳以上を除く）

観覧料
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ジュゼッペ・アルチンボルド 　《司書》　1566年頃　
スコークロステル城（スウェーデン）　Photo: Samuel Uhrdin

福田美蘭　《淡路島北淡町のハクモクレン》　2004年

中山岩太　《神戸風景（元町通り）》
1939年頃撮影（1996年プリント）　中山岩太の会蔵

米田知子　《空地 Ⅱ－市内最大の被害を受けた地域》
2004年　国立国際美術館蔵
copyright the artist　courtesy ShugoArts


